















陳会林（西安電子科技大学人文学院）	 	 	 	 	 













































































































































No.01	 A大学	 3	 女性	 45分55秒	 1位	 
No.02	 B大学＊	 3	 女性	 55分00秒	 3位	 
No.03	 C大学＊	 3	 女性	 56分28秒	 5位	 
No.04	 D大学	 3	 女性	 45分57秒	 6位	 
No.05	 E大学	 3	 女性	 48分22秒	 7位	 
No.06	 F大学	 3	 女性	 55分25秒	 9位	 
No.07	 G大学	 2	 女性	 56分36秒	 10位	 
No.08	 H大学	 3	 女性	 50分57秒	 13位	 
No.09	 I大学	 3	 女性	 51分11秒	 14位	 
No.10	 J大学＊	 2	 女性	 71分14秒	 15位	 



















































































































	 	 	 	 	 	 	 	 







































表5	 原稿の執筆	 指導前・指導後の自己評価（10人の平均値，4点満点）	 
	 
指導前	 指導後	 変化	 
スピーチ原稿のスタイル（文体や決まった
表現）	 
1.9	 3.4	 1.5	 
聴衆を引きつけるような事例の選び方，書
き方	 
1.8	 3.1	 1.3	 
語彙の適切さ	 1.9	 3.1	 1.2	 
スピーチ原稿の構成	 2.2	 3.3	 1.1	 
スピーチ原稿の始め方と締めくくり方	 2.1	 3.1	 1.0	 





















番号	 校内予選成績	 番号	 校内予選成績	 
No.01	 7人中第1位	 	 	 No.02	 5人中第1位	 	 	 
No.03	 14人中第1位	 	 	 No.04	 25人中第1位	 	 	 
No.05	 45人中第4位８）	 	 No.06	 6人中第1位	 	 	 
No.07	 15人中第2位９）	 	 No.08	 2人中第1位	 	 	 

























番号	 所	 属	 
西北ブロック予選	 
成績（17人中）	 
期間	 回数	 	 	 総時間	 
No.01	 A大学	 1位	 2週間	 10回	 50時間	 	 
No.02	 B大学	 3位	 2週間	 4回	 4時間	 	 
No.03	 C大学	 5位	 4週間	 8回	 12時間	 	 
No.04	 D大学	 6位	 4週間	 8回	 12時間	 	 
No.05	 E大学	 7位	 4週間	 24回	 48時間	 	 
No.06	 F大学	 9位	 3週間	 10回	 30時間	 	 
No.07	 G大学	 10位	 4週間	 10回	 25時間	 	 
No.08	 H大学	 13位	 2週間	 8回	 8時間	 	 
No.09	 I大学	 14位	 4週間	 8回	 8時間	 	 




















表8	 テーマスピーチの指導	 指導前・指導後の自己評価	 
（10人の平均値，4点満点）	 	 
	 
指導前	 指導後	 変	 化	 
速すぎず遅すぎず分かりやすい速さで
話す。間を適切に取る。	 
1.8	 3.3	 1.5	 
聴衆の前で話す自信	 1.8	 3.1	 1.3	 
アクセント，イントネーション	 2.0	 3.3	 1.3	 
聴衆を見ながら話す（目線）。	 2.2	 3.5	 1.3	 
表情（姿勢，ジェスチャー）を豊かに
して話す。	 




































表10	 即席スピーチの指導	 指導前・指導後の自己評価	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （10人の平均値，4点満点）	 
	 
指導前	 指導後	 変	 化	 
短期間で組み立てを考え，簡潔且つ明瞭に
話す	 
1.2	 2.6	 1.4	 
誤りを恐れないで話してみる	 1.6	 3.0	 1.4	 
発音が難しい単語や表現を避けて，分かり
やすい言葉で言い換える	 
2.0	 3.0	 1.0	 
文法に気をつけながら話す（自己修正，長
文の呼応）	 
2.0	 2.9	 0.9	 
理解されているかを確かめて話す（話のテ
ンポ，反復）	 

















番号	 成績	 感	 想	 
No.01	 1位	 スピーチのできは普通だった。1位が取れて嬉しかった。	 
No.02	 3位	 びっくりした。でもそれほど興奮しなかった。	 













































































































































































































































































































































































    本文旨在考察将演讲指导引入到日常教学中的可能性。为此笔者首先
针对有演讲大赛出场经历的学习者关于赛前指导情况、指导效果及当中存
在的问题展开了采访调查。结果显示：接受演讲指导的学生在说、写、听
这三个方面的能力均得到了不同程度的提高，其中尤其是围绕某一话题即
兴进行持续讲话——“独话”的能力提高幅度显著。“独话”能力的培养是
高年级《日语口语》科目的教学目标之一，但在实际教学当中这一目标并
未实现。另外，与日本国内的日语学习者不同，中国的日语学习者生活在
母语汉语的环境下，无法借助外部环境自学培养“独话”能力。因此，将
演讲指导引入到课堂无疑是一个有意义的尝试。 
